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●入会について

入会ご希望の方は、 上記の幹事会員・小野行雄

または鷲見洋 一 までご連絡ください。

年会費：個人3,000円、 法人10,000円

●日時計カタログならびに日時計文献目録を現在入

手している情報をもとにCD化しました。 CDご

希望の方は小野行雄または駕見洋 ー までお申し込

みください。 送料込みで1,000円、 郵便振替用紙を

付けてお送りします。

鷲見洋 一 2 7 

29 

●投稿原稿は原則として鷲見洋 一 にお送りください。

日時計カタログ情報は沖允人にお送りください。

（表紙の写真）本誌p.10をご覧ください。

（裏表紙の写真）矢橋式日時計では珍しい水平型。

滋賀県大津市の近江神宮にある。 故矢橋徳太郎氏

の創案による形式。 （関口直甫「日時計その原理と

作り方」p.111参照）














































	HIDOKEI_No.5_1.pdf
	HIDOKEI_No.5_2.pdf

